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近
代
に
お
け
る
女
性
書
簡
文
の
変
遷
l
文
体
と
結
語
を
焦
点
と
し
て
|

若

荷が

円;

一、

は
じ
め
に

近
代
の
女
性
書
簡
文
に
関
す
る
日
本
語
学
的
な
観
点
か
ら
の
研
究
に
は
、
橘
(
一
九
七
七
)
(
一
九
九
八
)
を
始
め
と
し
、
小
椋
(
一
九
九
八
)
(
二

O
O
O
)
、

北
津
(
一
九
九
九
)
な
ど
が
あ
る
。
小
椋
(
一
九
九
八
)
で
は
、
女
性
用
書
簡
文
例
集
に
お
け
る
文
末
表
現
の
使
用
例
が
報
告
さ
れ
、
北
海
(
一
九
九
九
)
で

は
、
明
治
の
女
子
学
生
の
書
簡
文
の
待
遇
表
現
の
特
徴
や
そ
の
推
移
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
も
明
治
期
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
後
の
大
正
・

昭
和
も
含
め
た
近
代
全
体
に
わ
た
る
女
性
書
簡
文
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
書
簡
用
語
と
文
体
に
特
化
し
た
研
究
は
飛
田

(
一
九
九
二
)
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
調
査
対
象
が
男
性
中
心
で
あ
り
、
特
定
の
人
物
の
み
の
書
簡
資
料
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
代
の
女
性
書
簡
文
の
研
究
は
、
未
だ
十
分
な
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
近
代
は
、
言
文
一
致
運
動
な
ど
を
通
し
て
口
語

文
体
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
女
子
教
育
の
普
及
に
よ
り
、
女
性
が
書
簡
文
を
書
く
と
い
う
行
為
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期

の
女
性
の
書
簡
文
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
近
代
の
女
性
語
あ
る
い
は
書
簡
文
と
い
う
実
用
文
の
位
相
の
実
態
を
知
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。筆
者
は
こ
れ
ま
で
日
本
の
明
治
中
期
か
ら
昭
和
前
期
の
女
性
書
簡
文
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
、
そ
の
特
徴
と
変
遷
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
き

近
代
に
お
け
る
女
性
書
簡
文
の
変
遷

四
五



四
六

た
(
若
荷
(
二

O
O
五
)
(
二

O
O
六
)
(
二

O
O九
)
)
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
結
果
も
ふ
ま
え
、
調
査
時
期
に
昭
和
戦
中
期
を
加
え
、
近
代
全
体
を
通
し
て

の
女
性
書
簡
文
の
、
と
く
に
文
体
と
結
語
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
特
徴
と
変
遷
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
た
い
。

時
期
区
分
と
資
料

調
査
時
期
は
、
以
下
の
と
お
り
区
分
し
た
こ
D

明
治
中
期
(
明
治
二

0
年
代
後
半
1
明
治
三

O
年
前
半
)

明
治
後
期
(
明
治
三

O
年
後
半
i
明
治
四
五
年
)

大
正
期
(
大
正
元
年
i
一
四
年
)

昭
和
前
期
(
昭
和
元
年
1
昭
和
一
一
年
)

昭
和
戦
中
期
(
昭
和
一
二
年
l
昭
和
二

O
年
)

資
料
は
、
書
簡
文
の
規
範
と
実
態
と
い
う
観
点
か
ら
、
以
下
の
と
お
り
、
各
時
期
の
両
者
の
用
例
を
比
較
し
な
が
ら
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
三
一
三
。

-
規
範
資
料
一
女
性
書
簡
文
例
集
(
明
治
中
期
三

O
三
通
、
明
治
後
期
三
O
九
通
、
大
正
期
三

O
九
通
、
昭
和
前
期
三
一
三
通
、
昭
和
戦
中
期
三
O
三
通

L
E
--言"

一
五
三
七
通
)

-
実
態
資
料
二
般
女
性
の
書
簡
文
(
明
治
中
期
一
六
五
通
、
明
治
後
期
八
四
通
、
大
正
期
六
三
通
、
昭
和
前
期
三

O
通
、
昭
和
戦
中
期
三
七
通

計
三
七
九

通

二
、
文
体

近
代
の
女
性
書
簡
文
の
本
文
の
文
体
を
、
文
末
に
注
目
し
て
、
以
下
の
四
種
に
分
類
し
た
闘
志

候
文
体
(
「
1
申
し
上
げ
候
」
の
よ
う
に
、
文
末
が
「
候
」
で
終
わ
る
も
の
)



文
語
文
体
(
「
1
と
あ
り
け
り
也
」
の
よ
う
に
、
文
末
が
文
語
で
終
わ
る
も
の
)

口
語
文
体
(
「
i
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
の
よ
う
に
、
文
末
が
口
語
で
終
わ
る
も
の
)

混
合
文
体
(
一
通
の
書
簡
文
の
中
で
、
上
記
の
二
つ
あ
る
い
は
三
つ
の
文
体
が
混
在
し
て
い
る
も
の
)

分
類
し
た
各
文
体
の
例
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
(
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
)
。

【
候
文
体
】

弥
々
御
そ
ろ
ひ
御
機
嫌
よ
く
御
わ
た
ら
せ
悦
び
入
り
候
昨
日
は
御
日
が
ら
も
よ
ろ
し
く
御
婚
礼
よ
ろ
づ
御
と
f

こ
ほ
り
な
く
御

調
ひ
成
さ
れ
候
よ
し
鶴
亀
の
千
代
高
代
か
け
て
目
出
度
御
祝
刷
』
州
側
こ
の
品
甚
だ
恥
入
候
へ
ど
も
御
議
き
の
印
ま
で
に
組
』
川
刻
U
倒

一
筆
申
上
刻
刻
叫
剖
倒

(
「
婚
姻
を
祝
ふ
文
」
「
草
々
か
し
こ
」
明
治
二
六
年
)

【
文
語
文
体
】

あ
ら
た
ま
り
た
る
年
の
は
じ
め
の
御
議
め
で
た
く
祝
ひ
終
へ
ま
つ
り
で
、
さ
て
わ
が
く
り
ご
と
聞
え
上
げ
む
を
ば
制
剖
剖
剣
べ
。
御
や
さ
し
き
御
心
に
、

折
に
似
つ
か
は
か
ら
ぬ
文
な
り
と
て
、
よ
も
う
ち
棄
て
さ
せ
給
は
じ
と
、
か
う
す
が
り
ま
つ
る
妹
の
心
を
、
さ
り
と
も
い
と
は
し
と
は
刻
同
制
叶
引
制
刻
。

(
以
下
略
)

(
「
都
の
友
に
」
「
女
子
文
章
十
二
個
月
」
大
正
六
年
)

【
口
語
文
体
】

千
代
子
の
初
雛
お
祝
ひ
下
さ
い
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
美
事
な
る
五
人
ば
や
し
に
、
色
香
も
す
ぐ
れ
し
桃
の
木
ま
で
お
添
へ
下
さ
い
ま
し
て
、
有
り
難
く
厚

く
御
礼
を
刷
U
』
明
剖
引
。

い
た
マ
き
ま
し
た
五
人
ば
や
し
を
眺
め
て
、
さ
も
う
れ
し
さ
う
に
、
声
を
あ
げ
て
笑
ふ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
、
言
葉
も
通
ぜ
ぬ
ほ
ど
の
子
供
に
も
、
あ

の
見
事
な
五
人
ば
や
し
が
、
美
し
く
、
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
も
の
と
見
え
ま
す
。
(
以
下
略
)
(
「
初
雛
を
祝
は
れ
て
」
「
昭
和
女
子
手
紙
の
文
」
昭
和
四
年
)

【
混
合
文
体
】

(
略
)
時
に
六
時
半
、
実
に
此
日
じ
ゃ
近
来
に
な
き
側
側
剖
引
剖
。
私
は
亀
戸
に
行
く
時
既
に
三
度
に
刻
刻
。
こ
こ
に
至
り
て
い
よ
い
よ
遠
足
ズ
キ
の
名

近
代
に
お
け
る
女
性
書
簡
文
の
変
遷

四
七



四
人

高
く
相
成
刷
U
倒
。
(
私
の
級
に
て
催
き
る
る
遠
足
は
最
初
よ
り
僅
に
二
度
州
州
剖

U
州
刻
。
其
他
一
度
も
か
か
せ
し
事
刻

U
ロ
其
か
わ
り
同
級
中
に
て

一
番
劇
如
り
な
り
。
他
の
人
は
一
度
ゆ
き
し
所
は
も
は
や
行
か
ざ
れ
ど
も
、
私
の
遠
足
の
目
的
は
保
養
な
れ
ば
幾
度
に
て
同
じ
所
に
行
き
ま
す
。
も
l
東

京
近
在
の
名
所
は
知
ら
ぬ
所
な
し
と
い
ふ
も
瑚
刻
引
。
少
し
削
倒
司
U
引
引
)
(
以
下
略
)

(
高
橋
貞
書
簡
/
父
親
宛
て
明
治
三
五
年
二
月
二
六
日
)

一一
l
l

文
体
の
時
期
別
の
規
範

書
簡
文
例
集
に
は
、
文
例
と
と
も
に
、
女
性
書
簡
文
の
本
文
の
文
体
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
、
規
範
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
示

す
(
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
)
。

【
明
治
後
期
】

候
と
云
ふ
字
は
も
と
、
侍
る
と
云
ひ
て
、
貴
人
の
御
前
に
、
侍
坐
す
る
の
意
な
り
し
を
、
更
に
、
伺
候
の
義
な
る
、
候
ふ
と
変
り
た
り
し
な
れ
ど
、
執
れ

も
、
当
時
、
通
俗
に
行
は
れ
つ
、
あ
り
し
敬
語
な
り
き
さ
る
を
、
今
は
、
ご
ざ
り
ま
す

あ
り
ま
す

な
ど
や
う
に
云
ふ
事
と
な
り
た
る
以
上
は
書
簡
に

も
、
し
か
書
く
べ
き
が
道
理
な
れ
ど
も
、
言

(
「
女
子
書
簡
文
」
明
治
三
O
年
)

如
く
な
り
し
け

【
昭
和
戦
中
期
】

訴
は
少
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

(
「
手
紙
の
書
き
方
」
昭
和
一
五
年
)

明
治
後
期
で
は
、
書
簡
文
に
お
い
て
は
元
来
の
言
語
で
書
く
よ
う
指
示
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
戦
中
期
で
は
、
候
文
体
を
「
古
い
文
体
」
と
称
し
長
所
を
挙
げ

な
が
ら
も
、
実
際
は
口
語
文
体
で
書
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。



こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
書
簡
文
例
集
に
示
さ
れ
て
い
る
規
範
を
、
時
期
別
に
整
理
す
る
と
、
以
下
の
表
の
よ
う
に
な
る
(
な
お
、
表
中
の

0
・
ム
・
×
は
規
範

と
し
て
の
度
合
を
示
し
、

O
は
必
須
、
ム
は
不
問
、

×
は
非
推
奨
を
意
味
す
る
)
。

以
上
よ
り
、
女
性
書
簡
文
本
文
の
文
体
の
規
範
は
、
昭
和
前
期
ま
で
は
候
文
体
と
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
期
か
ら
変
化
が
見
ら
れ
、
戦
中

期
に
は
口
語
文
体
の
ほ
う
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

文
体
の
種
類
の
推
移

表1.文体の種類の推移(文例集)

明中 明後 大正 昭市I 戦中

候
書簡数 303 304 205 89 63 

割合 100% 98.4% 66.3% 28.4% 20.8% 

口語
書簡数 。 5 100 224 240 
割合 0% 1.6% 32.4% 71.6% 79.2% 

文語
書簡数 。 。 3 。 。
割合 0% 0% 1.0% 0% 0% 

混合
書簡数 。 。 1 。 。
割合 0% 0% 0.3% 0% 0% 

言十
書簡数 303 309 309 313 303 

割合 100% 100% I∞%  100% 1∞%  

近
代
に
お
け
る
女
性
書
簡
文
の
変
遷

-....r-ー
口語文体

........ 
文語文体

司令
候文体

グラフ1.文体の種類の推移(文例集)

c-~ 

文
体
の
種
類
の
変
化
を
、
以
下
、

文
例
集
の
書
簡
文
、

一
般
女
性
の

書
簡
文
の
順
に
、
表
、
グ
ラ
フ
に

一不す。表
一
と
グ
ラ
フ
一
か
ら
、
書
簡

文
例
集
に
お
い
て
は
、
明
治
中

期
・
後
期
は
ほ
ぼ
全
て
が
候
文
体

で
あ
っ
た
が
、
大
正
期
か
ら
候
文

体
の
減
少
が
急
激
に
生
じ
、
反
対

に
口
語
文
体
が
急
増
し
て
、
昭
和

前
期
で
は
、
文
体
の
主
流
は
候
文

体
か
ら
口
語
文
体
に
逆
転
し
て
い

る
も
っ
と
も
、
候
文
体
も
絶
滅
し

四
九



た
わ
け
で
は
な
く
、
割
合
は
低
い
が
、
昭
和
戦
中
期
に
も
ま
だ
見
ら
れ
る
。
な
お
、
文
語
文
体
は
全
時
期
を
通
じ
て
見
ら
れ
ず
、
混
合
文
体
は
、
大
正
期
で
文

五。

時
期
の
規
範
に
添
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

語
文
体
と
候
文
体
の
混
合
が
わ
ず
か

0
・
三
%
見
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
統
一
さ
れ
た
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
前
出
の
各

一
般
女
性
の
書
簡
文
に
お
い
て
は
、
次
の
表
二
・
グ
ラ
フ
こ
か
ら
、
明
治
中
期
で
は
、
候
文
体
が
八
四
・
二
%
と
非
常
に
高
い
の
で
あ
る
が
、
明
治
後
期
か

低
い
割
合
で
見
ら
れ
る
。

ら
は
一
気
に
減
少
し
、
大
正
期
以
降
で
は
全
て
が
口
語
文
体
と
な
っ
て
い
る

5
文
詩
文
体
は
全
時
期
を
通
じ
て
見
ら
れ
ず
、
混
合
文
体
は
明
治
後
期
ま
で
で
、

以
上
の
こ
と
か
ら
、
雨
資
料
と
も
に
、
大
正
期

を
境
に
候
文
体
か
ら
口
語
文
体
へ
の
移
行
が
見

ら
れ
る
が
、
比
較
す
る
と
、

一
般
女
性
の
書
簡
文

に
お
け
る
文
体
の
口
語
化
の
方
が
文
例
集
よ
り

も
一
時
期
分
だ
け
早
く
、
し
か
も
急
激
だ
っ
た
と

い
え
る
六
)
O

一一、
結
語

結
語
は
、
書
簡
文
本
文
の
最
後
の
締
め
く
く
り

と
し
て
脅
か
れ
る
結
び
の
こ
と
ぼ
で
あ
る
主
。
本

稿
で
は
、
結
語
と
し
て
典
型
的
な
「
か
し
こ
」

「
草
々
」
な
ど
の
一
語
で
の
表
現
、
「
草
々
か
し
こ
」

「
あ
な
か
し
こ
」
な
ど
の
複
合
表
現
と
と
も
に
、

「
さ
よ
な
ら
」
「
御
機
嫌
ょ
う
」
な
ど
、
別
れ
の

表2.文体の種類の推移(一般女性)

明中 明後 大正 昭前 戦中

候
書簡数 139 42 。。。
割合 84.2% 50.0% 0% 0% 0% 

口語
書簡数 7 21 63 30 37 

割合 4.2% 25.0% 100% 100% l∞% 
文語
書簡数 。 。。。。
割合 0% 0% 0% 0% 0% 

混合
書簡数 19 21 。。。
割合 1l.5% 25.0% 0% 0% 0% 

言十
書簡数 165 84 63 30 37 

割合 100% 100% 100% 100% 100% 

_._ 
文語文体

ー栄一
混合文体

-+-
候文体

グラフ2.文体の種類の推推移(一般女性)

100% 
90% 
80% 
70% 
ω% 
50% 

40% 
30% 
20% 
10% 
0% 
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挨
拶
こ
と
ば
も
結
話
相
当
の
表
現
と
み
な
し
て
取
り
上
げ
る
。

結
語
は
、
以
下
の
例
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

(
略
)
こ
の
事
願
ひ
に
今
日
は
参
上
せ
ば
や
と
せ
し
を
人
参
り
て
紛
れ
暮
ら
し
子
供
学
校
よ
り
帰
り
な
ど
し
候
へ
ば
遂
ひ
出
る
事
は
な
は
で
文
に
成
り
申

候
失
礼
の
段
御
赦
し
下
さ
れ
度
候

か
し
こ

(
明
治
中
期
「
通
俗
書
簡
文
」
「
娘
の
挨
を
人
に
た
の
む
文
」
)

ま
た
次
の
例
は
、
口
語
に
よ
る
挨
拶
こ
と
ば
が
結
語
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(
略
)
幸
ひ
か
ら
だ
は
丈
夫
で
す
か
ら
精
出
し
て
や
っ
て
み
ま
す

近
く
東
京
へ
御
帰
り
な
さ
る
と
の
事

御
日
に
か
‘
っ
て
い
ろ
/
¥
教
へ
て
頂
く
の

を
楽
し
ん
で
ゐ
ま
す

さ
よ
な
ら

(
明
治
後
期
「
新
体
女
子
書
簡
文
」
「
入
校
を
祝
ふ
文

返
事
」
)

一子
l

一
結
語
の
規
範

世
間
文
例
集
に
は
、
結
請
に
つ
い
て
、
以
下
の
例
の
よ
う
な
規
範
が
一
不
さ
れ
て
い
る
(
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
)
。

【
明
治
後
期
】

(
略
)
冒
頭
は
書
か
ぬ
場
合
あ
り
、
紺
ぴ
の
劃
葉

。
|
(
略
)
結
び
の
言
葉
の
最
も
簡
単
な
る
も
の
に
は
、
カ
し
こ

な
か
し
こ
。
カ
し
こ
や
。
早
々
カ
し
こ
d
ー
な
ど
あ
り
。
世
に
は
、
め
で
た
く
か
し
く
と
書
く
人
あ
れ
ど
、
こ
は
正
し
か
ら
ぬ
由
に
聞
け
り
。
甚
だ
し
き
は

か
し
く
と
い
ふ
あ
ら
れ
も
な
き
当
て
字
し
て
、
可
祝
な
ど
用
ゐ
た
る
も
往
々
見
ゆ
。
さ
る
は
い
と
道
理
な
き
物
か
ら
、
よ
き
折
の
は
さ
で
も
あ
り
な
ん
、

凶
事
の
時
な
ど
に
も
あ
ら
ば
可
祝
と
書
き
で
あ
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
(
略
)
又
か
し
こ
と
書
き
あ
ら
/
¥
か
し
こ
と
書
く
も
時
の
都
合
に
よ
り
て
に
ぞ
。

(
『
女
子
書
簡
文
の
作
法
』
明
治
四
一
年
)

【
昭
和
戦
中
期
】
近
代
に
お
け
る
女
性
書
簡
文
の
変
遷

五



明治中期 明治後期 大正期 昭和前期 昭和戦中期

結語の有無 絶対書くべ 絶対書くべ 絶対書くべ 百及なし。 百及なし

き き き 場合により

省略も可。

結語の典型 かしこ、あ かしこ かしこ かしこ、さ かしこ、さ

例 なかしこ よなら よなら

五

丁1鹿

「
か
し
く
」
と
し
、
更
に
『
可
祝
」
と
当
字
す
る
や
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

な
と
。

(
「
主
婦
之
友
花
嫁
講
座
」
第
五
巻
昭
和
一
五
年
)

明
治
後
期
で
は
、
結
語
は
必
ず
書
く
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
、
ま
た
例
と
し
て
「
か
し
こ
」
や
「
か
し
こ
」
に
他
の
語
を
加
え
た

も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
戦
中
期
で
は
、
結
語
の
有
無
に
つ
い
て
の
言
及
は
さ
れ
て
い
な
い
。
結
語
の
例
と
し
て
は
「
か

し
こ
」
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
男
性
が
用
い
て
い
る
も
の
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
口
語
文
体
で
の
結
語

と
し
て
、
「
さ
や
う
な
ら
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
後
期
に
比
べ
、
男
女
の
位
相
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
て

と
れ
る
。

文
体
と
同
様
、
結
語
の
規
範
に
つ
い
て
、
時
期
別
に
整
理
し
た
も
の
を
、
上
の
表
に
示
し
た
。

大
正
期
ま
で
は
結
語
は
絶
対
に
書
く
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
前
期
か
ら
は
、
そ
の
必
要
性
に
関
し
て
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
か
ら
、
結
語
使
用
の
規
範
性
が
薄
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
用
い
る

場
合
に
は
全
時
期
を
通
じ
て
、
「
か
し
こ
」
と
い
う
女
性
啓
簡
文
特
有
の
伝
統
的
な
結
語
が
そ
の
典
型
と
し
て
示
さ
れ
続
け
て
い
る
。

一一丁二

結
語
の
使
用
率
の
推
移

結
語
の
使
用
率
の
推
移
を
、
以
下
の
表
、
グ
ラ
フ
に
示
す
。



割合

グラフ3.結語の使用率の推移

99.7% 

上
の
表
三
・
グ
ラ
フ
三
か
ら
、
結
語
の
使
用
率
は
両
資
料
と
も
、
大

正
期
で
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
お
お
む
ね
全

時
期
を
通
じ
て
、
文
例
集
の
方
が
一
般
女
性
の
書
簡
文
よ
り
も
、
結
語

の
使
用
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

文
例
集
で
は
、
結
語
の
使
用
率
は
昭
和
戦
中
期
で
約
半
数
程
度
に
な

る
が
、

一
般
女
性
の
書
簡
文
で
は
、
大
正
期
に
す
で
に
結
語
の
書
か
れ

~ 
文例集

100% 

90% 

80% 

70% 

ω% 
50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 
やや令命、や
ぷ 『守 4シキ主え
やや千やや
や令 やぷ

近
代
に
お
け
る
女
性
書
簡
文
の
変
遷

て
い
な
い
書
簡
文
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
逆
転
は
、
文
例
集

よ
り
二
時
期
分
早
い
。

文
例
集
に
お
け
る
、
結
語
の
書
か
れ
た
書
簡
文
と
脅
か
れ
て
い
な
い

書
簡
文
の
割
合
の
逆
転
は
昭
和
戦
中
期
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
グ
ラ
フ

一
で
見
た
よ
う
に
、
文
体
に
お
い
て
、
候
文
体
と
口
語
文
体
の
割
合
が

書
簡
文
本
文
の
文
体
の
口
語
化
よ
り
、
結
語
の
方
が
保
守
性
が
強
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
、
前
出
の
規

逆
転
し
た
昭
和
前
期
よ
り
も
一
時
期
、
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

範
の
表
と
対
照
す
る
と
、
大
正
期
は
「
絶
対
書
く
べ
き
」
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
例
集
に
お
い
て
も
、
結
語
が
脅
か
れ

て
い
な
い
書
簡
文
が
約
三

O
%も
見
ら
れ
、
規
範
と
実
態
の
ず
れ
が
見
ら
れ
る
。

一
般
女
性
の
書
簡
文
で
は
、
結
語
の
使
用
率
は
減
少
の
一
途
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
戦
中
期
で
再
び
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
逆
行
傾
向

に
は
、
当
時
の
資
料
の
特
殊
性
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
中
期
の
資
料
は
、
主
に
銃
後
か
ら
戦
地
に
赴
い
て
い
る

夫
や
兄
、
兵
隊
へ
の
書
簡
文
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
・
状
況
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
は
一
般
的
な
趨
勢
と
は
異
な
り
、
結

び
の
言
葉
が
省
略
さ
れ
な
い
、
形
式
の
改
ま
っ
た
書
簡
文
を
書
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
下
は
、
銃
後
か
ら
前
線
に
向
け
て
脅
か
れ
た
一
般
女
性
の
書
簡
文
の
末
尾
部
分
で
あ
る
。

五



長5.*者認のf，[cmの1m移(一般火性)
191iti 191治

大正月!
日1I.fl1町1布l

'1'同i 後四l li:r日l聡中期

かしこ系
;書簡数 l郎 28 。。 2 
割合 90.6% 50.9% 0". 0% 11.1% 

年々 系
占術政 3 12 。。。
割合 2.6% 21.8% 090 0% 0% 

さよなら系
，11簡f( 5 11 10 。 15 
;明合 4.3W， 20.0% 47.6% 。%83.3% 

御陵t豊系
~f削教 。 4 。。。
1.1合 。%7.3% 0% 0% 。%

では系
舟簡政 。 。 9 2 
鯛合 0 .. 。%42.9% l似)'¥， 5.6" 

その他
{空間数 3 。 2 。。
i調介 2.6% 。%9.5明。 O~地 。%

.}<4 紡Jftの争fi芳1の推移(文(illml

明治 明治
大正問j
日日制l附制l

中期 !員四! lI1期 較'I'JlJI

かしこ系
舟簡数 3∞ 292 176 175 114 
割合 99.3% 98.3% 80.0% 83.70• 78.1% 

1;;'々系
書簡f( 2 22 2 20 
割合 0.7% 0.3% 10.0 •• 1.0% 13.7" 

さよなら系
占簡f( 。 3 21 25 8 
鵠合 。%1.0% 9.5% 12.0% 5.5% 

御U理t量系
1
11筒数 。 。。 。
割合 0 .. 0.0 00地 0.5% 。%

では系
S簡敏 。 。。 3 
鋼合 。%0% 0% lAoo 0.7% 

その他
c'T鮒監 。 3 3 
調合 。%0.3% 0.50も 1.4% 2.1% 

*かしこ系の例・・・fかしこHあなかしこHあらあらかしこjなど $さよなら系の例"rさよならHさやうならJrJe.llt.らjなど
*早々 品の例".r早々 H勿々 H早々(!lfjJ r早々 不一Jなど 傘御健雄系の例日[御きげんようH御隈IlよろしくJなど
本で11-系の例・・・ [でI!HではまたJなど 事その他・ー 「あらあらJ[おやすなさいjなど
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(附
)内
地
を
山
発
致
し
ま
す
時、
信
太
へ
ん滑
っ
て
き
ま
し
た
時
、
ち
ょ
っ
と
の
問
に
昭
子
ち
ゃ

ん
の
大
人
び
た
姿
に
は
鷲
き
ま
し
た
。
(
略
)
末
筆
で
は
御
在
い
ま
す
が
お
身
体
を
お
大
切

に
遊
ば
し
て
市
務
に
お
励
み
く
だ
さ
い
ま
せ
。

(市
川
計
ιJA
m
/
比
宛
て

附
利

か
し
こ

一
七
年
二
川

一
O
N
)

ま
た
、
上
と
対
照
的
な
持
附
文
と
し
て
、

(ま
だ
戦
争
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
頃
)

回
一H氾
M
m
W

u
-
-
J
 

の
次
の
占
的川
文
を
挙
げ
て
お
く
。

(
略
)
浅
海
の
叔
母
さ
ん
お
山
下
さ
い
ま
し
た
山
、
姉
さ
ん
も
少
し
は
楽
で
せ
う
。
で
も
何

分
年
寄
で
す
か
ら
、
若
い
者
の
や
う
に
は
動
け
な
い
事
で
せ
う
。
去
年
の
此
頃
は
お
母
様
に

手
伝
っ
て
聞
い
て
お
産
の
仕
度
や
隙
チ
貼
り
な
ど
忙
し
く
や
っ
て
ゐ
た
川別
で
す
。
は
や

一
年

絞
っ
て
勝
ち
ゃ
ん
の
お
誕
生
日
も
米
ま
す
。
此
頃
は

一
起
こ
川北
位
歩
き
ま
す
。

右
御
返
事
ま
で

(難
波
市
子
科
附
/
兄
宛
て

附
和
一

O
年
一
二
月
二一一
日
)

米
地
部
分
の
み
で
あ
る
が
、

紡
訴
の
右
側
…だ
け
で
な
く
、

前
者
の
、
ト
押
a
h
ド
・
-w
-
、

H
H
J
1
t
u'
 

読
み
比
べ
る
と
、

よ
る
緊
張
感
の
よ
う
な
も
の
が
際
立
っ
て
比
え
よ
う
。

一一一l
l

一一一

結
語
の
種
類
の
推
移
入}

次
に
、
使
川
さ
れ
た
紡
一
品
川
の
種
類
の
般
移
を
、
上
の
表
凶
、
表
五
に
示
す
。

文
例
的
地
の
品
川
け附
文
で
は
、
金
時
期
を
通
じ
て
、
「
か
し
こ
」
系
の
結
誌
の
割
合
が円以
も
高
い
が
、



時
期
が
進
む
に
つ
れ
、
緩
や
か
な
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
、
中
で
は
大
正
期
に
な
っ
て
の
減
少
が
、
比
較
的
急
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
「
草
々
」
系
や
「
さ

よ
な
ら
」
系
の
結
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
の
、
合
わ
せ
て
も
二
割
に
満
た
ず
、
そ
れ
以
上
の
増
加
の
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
三

l
二
で
見
た
よ
う

な
、
結
語
の
使
用
自
体
の
急
減
の
中
に
あ
っ
て
も
、
な
お
用
い
る
場
合
に
は
、
「
か
し
こ
」
と
い
う
伝
統
的
・
規
範
的
な
結
語
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

一
般
女
性
の
書
簡
文
で
は
、
明
治
後
期
ま
で
は
「
か
し
こ
」
系
の
結
語
が
中
心
的
で
あ
る
が
、
大
正
期
で
一
転
し
て
「
さ
よ
な
ら
」
系
と
「
で
は
」
系
が
多

く
の
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
さ
ら
に
、
昭
和
前
期
で
は
「
で
は
」
系
、
戦
中
期
に
な
る
と
、
「
さ
よ
な
ら
」
系
と
、
口
語
的
表
現
の
結
語
が
主

に
な
っ
て
い
る
ロ
こ
の
動
き
は
、
全
時
期
を
通
じ
て
「
か
し
こ
」
系
が
中
心
で
あ
っ
た
文
例
集
と
は
傾
向
が
明
ら
か
に
異
な
り
、
実
態
の
ほ
う
の
変
化
の
速
さ

を
示
し
て
い
る
。

四
、
文
体
と
結
語
の
関
係
九
}

四

文
体
と
結
語
の
使
用
率

近
代
の
女
性
書
簡
文
の
中
心
的
な
文
体
で
あ
る
候
文
体
と
口
語
文
体
に
お
け
る
、
文
例
集
と
一
般
女
性
の
書
簡
文
の
結
語
の
使
用
率
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
頁
表

六
・
グ
ラ
フ
四
と
、
表
七
・
グ
ラ
フ
五
に
示
す
。

グ
ラ
フ
四
か
ら
、
文
例
集
で
は
全
時
期
を
通
じ
て
、
候
文
体
の
方
が
、
口
語
文
体
よ
り
も
、
結
語
の
脅
か
れ
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
時
期
が
進
む

に
つ
れ
て
、
そ
の
割
合
は
減
少
し
て
は
い
る
も
の
の
、
候
文
体
の
書
簡
文
で
は
最
少
で
も
八
割
以
上
に
結
語
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
候
文
体
の
書
簡
文
に
は
結

語
を
置
く
と
い
う
こ
と
に
、
時
期
的
な
変
化
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

い
っ
ぽ
う
、
口
語
文
体
を
見
て
み
る
と
、
大
正
期
と
昭
和
戦
中
期
で
、
結
語
の
書
か
れ
る
割
合
が
特
に
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
前
出
の
グ
ラ
フ
三
「
文

例
集
の
結
語
の
使
用
率
」
と
併
せ
て
見
て
み
る
と
、
文
例
集
全
体
で
、
結
語
の
脅
か
れ
る
割
合
が
急
激
に
減
少
し
て
い
る
時
期
は
、
同
じ
く
大
正
期
と
昭
和
戦

中
期
で
あ
り
、
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
結
語
の
減
少
は
主
に
、

口
語
文
体
の
書
簡
文
で
著
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

近
代
に
お
け
る
女
性
書
簡
文
の
変
選

五
五



文体別紡;liの使川平の推移(一般女性)

IYI'i' IPI後 大正 町!li~ 車~'i'
結ml1/
102/139 29/42 0/0 0/0 。/0

候 文体数

文11'結JEの
714% 69.0% 

使111率

結JE数
6/7 14 21 21/63 2/30 18. 'jj 

11u~ 文体数

文!*'結訴の
85.7% “7% 33.3% 6.7% 48.6% f1!1I1'ド

衣7文体別結1!?の使)11率の推移(文例集)

IPI'I' IYI後 大11: 町!li1 較'1'
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候 文体11
文体 結Jfiの
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使Jli'事
結iE政
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口語 文体11
文体 結誌の
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{釧I't'.
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グラフ 5.文体日Ij結訴の使JTJ;事の推移(一般女性)
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グラフ 4.文体別結締の使fIJ単の推移(文例m)

五
六

一
般
女
性
の
世
間
文
で
は
、

グ
ラ
フ
五
か
ら
明
ら
か
な
よ

U
Mm
文
体
で
の
紡
耐
の
使
川
涼
が
、

、つに、

明
治
山・
・則
に
は

八
剣
以
上
だ
っ
た
の
が
、
附
和
前
川川
の
一

一割
以
下
に
ま
で
包

減
し
て
い
る
の
に
、
戦
中
期
に
は
ま
た
五
割
近
く
ま
で
上

が
っ
て
い
る
。
表
二

・
グ
ラ
フ
二
で
確
認
し
た
よ
う
に
、

|二l

YA--上品
工
品
川
川
ム

n
h
a川
町

・
変
附
別
問
、
立
小

川

Jh
こ
判
へ
T
K
J
止〆
¥

'K

1
n
「

d
，dt'ι
-
uu
J
Y‘
1
8
1J

aa，』
ι
t
J
'

'ι
・ロヲ・
ι1
1
'b
・什1
8
d
l

司，L
A
制

v
，‘

吋，，

性
品
川
附
文
と
し
て
は
先
進
的
な
文
体
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
で

も
結
語
を
用
い
る
と
い
う
習
慣
の
ほ
う
は
維
持
さ
れ
て

い
た

と
い
え
る
。
そ
れ
が
口
語
文
体
が

一
般
化
し
た
大
正
則
以
降

で
は
、

そ
れ
に
と
も
な

っ
て
紡
却
の
使
川
キ
も
急
減
し
た
こ

文
体
に
つ
い
て
も
紡
訴
に
つ
い
て
も
、

と
に
な
り
、

件
に
L

、、ノ

内

L
u
d叫
円

nv

あ
り
方
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
。
た
だ
し
、
昭
和
戦
中
川
に

お
け
る
結
諾
使
川
の
復
活
は
、

ご
一|
二
で
述
べ
た
よ
う
に
、

資
料
の
性
的
愉
の
悩
り
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
女
性
の
計
間
文
に
お
け
る
候
文
体
は
、

な
お
、

IYJ 
i今

中
期

・
後
期
に
の
み
見
ら
れ
た
が
、
結
語
の
使
用
率
は
七
制

を
縫
え
る
と
は
い
え
、
同
時
期
の
口
語
文
体
で
の
結
訪
の
使

川
準
と
そ
れ
ほ
ど
の
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

両
資
料
の
結
果
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
候
文
体
に
お
け
る

結
立
川
の
使
川
率
が
、

九
世
間
文
例
集
の
ほ
う
に
お
い
て
山
い
の

は
、
そ
の
規
範
的
な
性
格
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ



れ
に
た
い
し
て
、
口
語
文
体
に
お
け
る
結
語
の
使
用
率
は
、
昭
和
前
期
を
例
外
と
す
れ
ば
、
両
者
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
隔
た
り
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
書

簡
文
例
集
に
お
い
て
、
三
|
一
で
見
た
よ
う
に
、
明
治
期
に
引
き
続
き
、
大
正
期
ま
で
は
結
語
は
「
絶
対
に
書
く
べ
き
」
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文

例
と
し
て
の
口
語
文
体
の
書
簡
文
で
は
実
態
に
近
い
示
し
方
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、

つ
ま
り
旧
来
の
候
文
体
で
は
な
く
、
新
た
な
口
語
文
体
に
対
応
す

る
結
語
に
関
す
る
新
た
な
規
範
を
ま
だ
提
示
し
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
昭
和
前
期
の
書
簡
文
例
集
に
お
け
る
口
語
文
体
の
結
語
の
使
用

率
の
急
増
は
、
前
時
期
に
た
い
す
る
一
種
の
反
動
と
見
ら
れ
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
同
時
期
の
一
般
女
性
の
口
語
体
書
簡
文
に
お
け
る
、
い
ち
じ
る
し
い
低
使

用
率
が
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

四

文
体
と
結
語
の
種
類

文
例
集
に
お
け
る
候
文
体
と
口
語
文
体
の
書
簡
文
お
い
て
用
い
ら
れ
た
結
語
の
磁
類
を
、
次
の
表
八
と
グ
ラ
フ
六
に
示
す
一
O
)
。

グ
ラ
フ
で
取
り
上
げ
た
三
種
の
組
み
合
わ
せ
の
典
型
例
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

-
候
文
体
+
「
か
し
こ
」
系

(
略
)
御
寒
さ
の
き
び
し
き
に
御
立
出
は
お
よ
ろ
し
か
る
ま
じ
く
御
止
め
申
上
よ
と
に
御
座
候

御
こ
、
ろ
安
だ
て
に

か
し
こ

(
「
雪
の
日
人
の
も
と
に

返
事
」
「
通
俗
書
簡
文
」
明
治
二
九
年
)

(
略
)
も
し
御
心
首
り
も
御
座
候
は
f

、
御
世
話
願
ひ
た
く
、
あ
な
た
様
御
知
合
も
広
く
候
へ
ば
、
自
然
御
心
付
の
方
な
ど
あ
る
べ
く
や
と
、
御
面
倒
な

が
ら
御
頼
み
申
上
げ
候
。

あ
ら
あ
ら
か
し
こ

(
「
乳
母
の
周
旋
を
頼
む
」
「
婦
人
よ
ろ
ず
の
手
紙
』
大
正
六
年
)

令
口
語
文
体
+
「
か
し
こ
」
系

(
略
)
随
分
こ
い
紫
で
、
美
し
か
っ
た
の
で
し
た
が
、
こ
ん
な
に
色
が
あ
せ
て
し
ま
っ
て
、
ー
で
も
花
は
大
き
い
で
せ
う
。

皆
さ
ま
に
よ
ろ
し
く
。
か
し
こ
。

(
「
都
の
友
に
」
「
女
子
文
章
十
二
個
月
」
大
正
六
年
)

近
代
に
お
け
る
女
性
書
簡
文
の
変
遷

五
，じ



表8.文体別結語の種類の推移(文例集)

明治中期 明治後期 大正期 昭和前期 昭和戦中期

書簡数 割合 書簡数 割合 書簡数 割合 書簡数 割合 書簡数 割合

かしこ系 3∞ 99.3% 292 99.3% 162 88.0% 77 98.7% 39 75.0% 

候文体

さよなら系 。0% 。0% 0.5% 。0% 。0% 
その他口語系 。0% 。0% 。0% 。0% 。0% 
草々系 2 0.7% 0.3% 20 10.9% l.3% 13 25.0% 
その他 。0% 0.3% 0.5% 。0% 。0% 
かしこ系 一 一 。0% 12 37.5% 98 74.8% 75 79.8% 

重体
さよなら系 一 一 3 100% 20 62.5% 25 19.1% 8 8.5% 

その他口語系 一 一 。0% 。0% 4 3.1% 1.1% 

草々系 一 一 。0% 。0% 1 0.8% 7 7.4% 
その他 一 一L_O 0% 。0% 3 2.3% 3 3.2% 

-
口
語
文
体
+
「
さ
よ
な
ら
」
系
、
「
そ
の
他
口
語
」
系

五
J¥ 

(
略
)
私
の
立
つ
日
が
き
ま
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
で
は
よ
く
お
母
様
と
も
御
相
談
な

す
っ
て
ね
。
さ
や
う
な
ら
。

(
「
別
荘
へ
友
を
誘
ふ
」
『
婦
人
よ
ろ
づ
の
手
紙
』
大
正
六
年
)

(
略
)
東
京
へ
、
東
京
へ
、
と
あ
ん
な
に
憧
慣
れ
て
ゐ
た
私
の
心
も
、
全
く
消
え
失
せ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
た
f

グラフ6.結語の種類の推移(文例集)

『令
候文体
+ rかしこ」系

ーに子一

口語文体
+ rかしこ」系

ー企ー

口語文体
+ rさよならJ系、
「その他口語J系

100% 
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ぷ，ポグ~~、 2夕、
やや千や+
令や やぷ

お
な
つ
か
し
い
貴
女
の
お
手
紙
さ
え
頂
け
れ
ば
、
そ

れ
で
十
分
で
す
の
よ
。

と
に
か
く
お
す
こ
や
か
に
御
勉
強
な
さ
れ
ま
せ
。

私
も
一
生
懸
命
に
働
き
ま
せ
う
、
で
は

(
「
山
里
か
ら
」
『
昭
和
女
子
手
紙
の
文
」
昭
和
四
年
)

上
の
表
八
と
グ
ラ
フ
六
か
ら
、
候
文
体
+
「
か
し
こ
」

系
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
時
期
が
進
む
に
つ
れ
て
、
少

し
ず
つ
減
少
し
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
反

対
に
、
口
語
文
体
+
「
か
し
こ
」
系
と
い
う
組
み
合
わ
せ

は
、
明
治
期
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
、
大
正
期
か
ら
昭

和
前
期
に
か
け
て
急
増
し
、
さ
ら
に
戦
中
期
に
も
増
加
し

続
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
一
方
で
、
口
語
文
体

+
「
さ
よ
な
ら
」
系
・
「
そ
の
他
口
語
」
系
と
い
う
組
み



表9.文体別結JitのHiUi(一般y:tl:)

I~I ifi中JUI 1~lifì1去JUI 大正JUI 1I1l.flllir/JUI III!剥1IitI1rJ'JUI 
.'H1lili'L '，I.'Jft .'fnlila 'i'.'Jft .Itnij数 ;切合 .lrn1i1a '，'.'Jft .I t附~ ~11~J {t 

かしこ系 99 97.1% 19 65.5% 

¥ ¥ ¥ へへト¥
文依体 さよなら系 1.0% 。oqb 
その他II，ftt系 。oqb 。0% 
i;':々 系 2 2.0~ó 10 31.5% 
その他 。006 。096 
かしこ系 2 1 33.39ら 7.1 ~'6 。0"6 。096 21 11.1% 
U さよなら系 21 33.3% 91 6130b 10 48% 。0% 15 83.30" 
安守体r.. その他I111ft系 I1 16.7% 21 14.3% 11 52~。 2 l∞04 5.6% 
1，t.!.:系 。0.000 21 1.1.3.. 。0.. 。0 •• 。O.。
その他 16.700 。0 •• 。0.0 。000 。0.，。

近
代
に
お
け
る
火
作

h
m文
の
変
選

合
わ
せ
ば
、
大
A

止
期
以
降
急
減
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
と
、
前
川
の
い
い
衣
川
の
、
文
例
集
全
体
に
お
け
る
結
川
の
純
知
の
般
移
の
い
い
火
を
併
せ
て
考
え
る
と
、

令
体
で
の

「か
し
こ
」
系
の
川
合
の
減
少
は
、

日
語
文
ル
ゅ
で
は
な
く
、m加

傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
変
造
に
閑
し

候
文
体
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、

川
町山川文体

で
は
む
し
ろ
、
「
か
し
こ
」
系
の
制
令
が
時
期
が
進
む
に
つ
れ

ま
ず
別
リ
前
後
川
、

次
の
よ
う
な
背
以
が
想
定
さ
れ
る
。

て
は
、

M
M川
文
体
に
よ
る

A
m文
と
い
う
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
が
実
際
に
は
ら
れ
始
め
る
と
、

結日山
川も

そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

「
さ
よ
な
ら
」
系
な
ど
の
日
制
的
ぷ
税
を
結
訴
と
し
て
試
川
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

ま
た
、

ー・-I成文体
+ rかしこJ系

11;;詩文体
+ rかしこj系

グラフ7.結Jliの械販の舵移 (一般久性)
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そ
れ
が
大
正
則
に
人
り
、

け
い川
川
文
体
と
紋
文
体
が
日
抗
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
紡
一品
川
も
新
し
い
口
語
的
な
表
現
と
、

伝
統
を
踏
襲
す
る
「
か
し
こ
」
系
と
が
、
結
抗
す
る
よ
う

そ
れ
が
、
附
和
前
期
に
入
り
、

に
な
っ
た
。

日
詩
文
体
が

一
般
化
す
る
と
、

結
請
の
仙
川
市
内
体
は
減
る
も
の
の
、

川
い
る
場
合
に
は
逆
に
、

川胤
範
糾
川
を
維
持
し
、

仏
内
側
形
式

と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な

「
か
し

こ
」
系
を
川
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

山
ド巾
点
、
い
え
例
集
の
泌
純
を
けル
て
も
、
本
文
の
文
体
と
し

て
は
日
制
化
を
挑
焚
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、

結
川
川
の

山内
担
例
は

「
か
し
こ
」
が
山
附
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、

こ
の
口
語
文
体
+
「か
し
こ
」
系
と
い
う
組
み
合

わ
せ
は
、
昭
和
戦
中
期
に
も
継
続
さ
れ
て
い
っ
た
の
を
見

る
と
、
大
正
則
の
結
請
の
多
機
化
に
よ
る
混
乱
に
対
す
る

五
)L 



一
時
的
な
揺
り
戻
し
で
は
な
く
、
口
語
文
体
に
お
け
る
改
ま
っ
た
女
性
書
簡
文
の
規
範
と
し
て
定
着
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

六
O

一
方
、
候
文
体
に
お
け
る
結
語
は
む
し
ろ
、
時
期
が
進
む
に
つ
れ
、
「
か
し
こ
」
系
集
中
か
ら
、
「
草
々
」
系
な
ど
に
分
散
化
し
て
い
き
、
規
範
性
が
希
薄
化

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
候
文
体
を
用
い
る
書
簡
文
自
体
が
す
で
に
実
態
に
は
即
さ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、

一
般
女
性
の
書
簡
文
に
つ
い
て
、
以
下
表
九
と
グ
ラ
フ
七
に
示
す
(
前
頁
)
。
大
正
期
か
ら
は
口
語
文
体
の
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
結
語
の

種
類
を
見
て
ゆ
く
。

ま
ず
候
文
体
で
は
、
明
治
後
期
ま
で
に
限
り
、
「
か
し
こ
」
が
主
流
で
あ
り
つ
つ
も
、
減
少
が
見
ら
れ
る
。
口
語
文
体
で
は
、
「
か
し
こ
」
系
は
大
正
期
以
降

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
の
に
た
い

ー.ー文例集

-0一一般女性
書簡文

グラフ8.資料別口語文体+fかしこJ系の推移
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グラフ 9.資料別口語文体+fさよならJ系、
「その他口語J系の推移
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一般女性
書簡文

100% 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 
や命、令令湾、
糸'命令 4・
-やや千や噌エ
令令 やぷ

し
て
、
時
期
に
よ
っ
て
偏
り
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
結
語
を
使
用
す
る
場
合
に

は
「
さ
よ
な
ら
」
系
か
、
あ
る
い
は
「
そ

の
他
口
組
問
」
系
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
次
の
グ
ラ
フ
八
・
九
で
、

両
資
料
に
お
け
る
、
口
語
文
体
+
「
か

し
こ
」
系
と
、
口
語
文
体
+
「
さ
よ
な

ら
」
系
お
よ
び
「
そ
の
他
口
語
」
系
の

割
合
の
変
化
を
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の

様
相
が
対
照
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
結
果
は
、
文
体
の
口
語
化
、
結
語

の
使
用
率
の
低
下
、
結
語
の
種
類
の
多



様
化
な
ど
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
実
態
の
変
化
が
先
行
し
、
そ
れ
に
追
随
す
る
形
で
規
範
が
変
化
す
る
と
い
う
傾
向
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

こ
れ
は
、
書
簡
文
例
集
が
あ
く
ま
で
も
規
範
と
し
て
の
結
語
の
形
式
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
に
た
い
し
て
、
実
際
に
書
か
れ
た
書
簡
文
の
ほ
う
は
大
勢

と
し
て
、
も
は
や
伝
統
的
な
形
式
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
ま
さ
に
実
用
的
か
つ
日
常
的
な
文
章
と
し
て
の
表
現
を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
つ

て
い
る
と
い
え
る
。

五

ま
と
め

近
代
の
女
性
書
簡
文
に
お
け
る
文
体
と
結
語
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
文
体
は
、
明
治
中
期
で
は
候
文
体
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
時
期
が
進
む
と
と
も
に
減
少
し
、
口
語
文
体
が
中
心
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
転
換
期
は
大
正

期
で
あ
り
、
昭
和
前
期
で
ほ
ぼ
全
面
的
に
口
語
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
文
例
集
よ
り
も
、

一
般
女
性
の
書
簡
文
の
方
が
一
時
期
早
く
見
ら
れ
た
。

二
、
結
語
は
、
両
資
料
と
も
に
、
時
期
が
進
む
に
つ
れ
て
、
使
用
率
の
低
下
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
文
体
の
口
語
化
に
伴
う
、
結
語
と
い
う
形
式
の
脱
規
範

化
の
傾
向
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
、
文
例
集
よ
り
も
、
実
際
の
書
簡
文
の
方
が
、
お
お
む
ね
結
語
の
使
用
率
は
低
く
、
減
少
ス
ピ
ー
ド
も
早
い
。

三
、
結
語
の
種
類
は
、
文
例
集
で
は
全
時
期
を
通
じ
て
、
伝
統
的
な
女
性
書
簡
用
語
で
あ
る
「
か
し
w

こ
系
が
主
流
で
は
あ
る
も
の
の
、
両
資
料
と
も
、
時
期

が
進
む
に
つ
れ
て
、
減
少
す
る
。
特
に
一
般
女
性
の
書
簡
文
で
そ
れ
が
著
し
く
、
代
わ
っ
て
「
さ
よ
な
ら
」
系
あ
る
い
は
「
そ
の
他
口
語
」
系
の
、
口
語
的

表
現
に
よ
る
結
一
請
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
結
語
と
文
体
と
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
結
語
の
使
用
率
は
、
文
例
集
で
は
、
全
時
期
を
通
じ
て
候
文
体
よ
り
も
口
語
文
体
の
方
が
低
く
、
ま
た
減
少
の

時
期
も
早
い
0

種
類
に
つ
い
て
は
、
両
資
料
と
も
、
候
文
体
に
お
け
る
「
か
し
こ
」
系
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
が
、
文
例
集
と
一
般
女
性
の
書
簡
文
で
は

傾
向
が
異
な
る
。
文
例
集
で
の
「
か
し
こ
」
系
は
、
候
文
体
で
は
減
少
す
る
も
の
の
、
口
語
文
体
で
は
む
し
ろ
増
加
が
見
ら
れ
た
。

一方、

一
般
女
性
の
書

簡
文
で
は
、
昭
和
戦
中
期
を
除
き
、
口
語
文
体
で
の
「
か
し
こ
」
系
は
全
体
と
し
て
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
「
さ
よ
な
ら
」
系
や
そ
の
他
の
口
語
的
表
現
が

増
加
し
て
い
る
一
一
vo

一
般
に
、
文
章
の
口
語
化
が
遂
げ
ら
れ
た
の
は
、
大
正
期
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
お
も
に
、
文
学
、
新
聞
、
学
校
教
科
書
な
ど
の
文
章
に
お
い
て
指
摘

近
代
に
お
け
る
女
性
書
簡
文
の
変
遷

-L.・/、



_.__ 
/、

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
書
簡
文
と
い
う
、
実
用
的
・
日
常
的
な
位
相
の
文
章
に
お
い
て
も
、
同
様
の
現
象
が
認
め
ら
れ
、

し
か
も
そ
れ
が
一
気
に
、
女
性
の
書
き
手
の
文
章
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
書
簡
用
語
の
結
語
に
つ
い
て
も
、
「
か
し
こ
」
と
い
う
、

女
性
専
用
と
み
な
さ
れ
た
、
伝
統
的
な
語
が
本
文
の
口
語
化
に
と
も
な
っ
て
減
少
し
、
口
語
的
な
結
語
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
さ
ま
も
、
今
回
の

調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
白

規
範
と
実
態
と
い
う
、
実
用
文
と
し
て
の
書
簡
文
な
ら
で
は
の
関
係
に
お
い
て
、
規
範
が
実
態
に
追
随
し
て
変
化
す
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
本
文
の
文
体

で
あ
れ
、
結
語
の
有
無
・
種
類
で
あ
れ
、
両
者
の
具
体
的
な
ず
れ
具
合
や
、
新
た
な
規
範
を
示
し
え
ず
に
混
乱
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
な
ど
も
、
今
回
の
調
査

お
い
て
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。

今
後
は
、
近
代
か
ら
現
代
の
女
性
書
簡
文
の
変
遷
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
従
来
の
時
期
の
資
料
の
補
充
と
、
終
戦
後
の
資
料
の
追
加
も
行
い
、

合
わ
せ
て
、
他
の
言
語
項
目
に
も
調
査
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
男
性
の
書
簡
文
と
の
比
較
や
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
女
性
の
文
章
と
の
比
較
も
行
っ
て
ゆ
き
た
い
。

注こ
書
簡
文
例
集
の
装
丁
、
文
体
、
文
字
表
記
な
ど
か
ら
時
期
を
区
分
し
た
小
椋
(
一
九
九
八
)
を
参
考
に
し
た
。

一
乙
若
荷
(
二

O
O五
1
ニ
O
一
O
)
に
お
い
て
は
、
資
料
と
し
た
書
簡
文
(
三
八
四
二
通
)
を
次
の
四
種
類
に
分
類
し
比
較
し
て
き
た
。
【
二
女
性
書
簡
文
例
集
(
一

五
三
七
通
)
、
【
二
】
女
流
作
家
の
書
簡
文
(
九
九
一
通
)
、
【
三
】

一
般
女
性
の
書
簡
文
(
三
七
九
通
)
、

四
】
雑
誌
の
懸
賞
に
寄
せ
ら
れ
た
書
簡
文
(
九
三
五
通
)
。

本
稿
で
は
こ
の
四
種
の
中
か
ら
対
比
が
際
立
つ
、
書
簡
文
の
規
範
と
し
て
の
【
一
】
と
、

一
般
的
な
実
例
と
し
て
の
【
三
】
を
取
り
上
げ
た
。

資
料
の
選
択
に
あ
た
っ
て
、
{
二
女
性
書
簡
文
例
集
は
、
各
時
期
の
中
で
、
な
る
べ
く
出
版
年
の
集
中
を
避
け
る
、
様
々
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
用
例
が
網
羅

さ
れ
て
い
る
、
特
定
の
年
齢
や
職
業
の
女
性
を
対
象
と
し
て
い
な
い
、
文
例
の
長
さ
が
適
当
で
あ
る
な
ど
を
勘
案
し
て
、
選
択
し
た
。
【
三
】

一
般
女
性
の
書
簡
文
は
、

現
在
入
手
可
能
な
出
版
物
で
、
受
取
人
と
差
出
人
が
明
確
で
あ
る
私
信
を
対
象
と
し
、
葉
書
や
代
筆
は
除
外
し
た
。
【
二
】
【
三
】
は
共
に
実
際
に
書
か
れ
た
書
簡
文
で

あ
る
が
、
【
二
】
は
職
業
上
、
文
章
意
識
が
高
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
区
別
を
し
て
調
査
し
た
。
{
四
】
雑
誌
の
懸
賞
に
寄
せ
ら
れ
た
書
簡
文
は
、

一
般
の
女
性
が
書
い

た
も
の
で
あ
る
が
、
仮
の
受
取
人
を
想
定
し
、
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
脅
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
雑
誌
編
集
者
の
修
正
が
加
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
創
作
的
な
要
素
が
加
わ
っ
た
書
簡
文
と
判
断
さ
れ
、
性
質
と
し
て
は
、
規
範
と
実
例
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。



文
例
集
に
比
べ
て
、

一
般
の
書
簡
文
は
、
資
料
収
集
自
体
の
困
難
と
と
も
に
、
諸
々
の
理
由
に
よ
り
採
用
を
控
え
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
も
あ
り
、
結
果
的
に
ま

だ
十
分
な
抵
と
は
一
百
え
な
い
。
今
後
も
な
お
継
続
的
に
探
索
・
収
集
し
て
ゆ
き
た
い
。

一
二
)
世
間
文
の
性
質
を
考
賦
す
る
と
、
差
出
人
と
受
取
人
の
関
係
や
年
齢
、
世
間
文
の
内
容
な
ど
も
、
世
間
文
の
形
式
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、

本
稿
の
中
心
的
な
目
的
は
、
近
代
の
女
性
書
簡
文
の
変
遷
の
全
体
像
を
捉
え
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
個
々
の
問
題
に
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
視

点
に
よ
る
先
行
研
究
に
、
飛
田
(
一
九
九
二
)
や
若
荷
(
二

O
O
五
)
な
ど
が
あ
る
。

四
)
文
体
の
分
類
は
、
北
海
(
一
九
九
九
)
を
参
考
に
し
、

一
O
O
%
同
一
の
文
体
で
脅
か
れ
て
い
る
書
簡
文
だ
け
で
な
く
、
便
宜
上
、
同
一
の
書
簡
文
の
中
の
八
O
%
以

上
が
同
じ
文
体
で
書
か
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
そ
の
種
類
の
文
体
と
み
な
し
、
そ
れ
以
下
の
場
合
は
、
「
混
合
文
体
」
と
し
た
。

五
)
若
荷
(
二

O
一
O
)
に
よ
る
と
、
女
流
作
家
の
書
簡
文
で
は
、
大
正
期
以
降
も
候
文
体
は
割
合
は
低
い
が
見
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
結
果
は
あ
く
ま
で
今
回
取
り

上
げ
た
資
料
に
限
つ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
大
正
期
以
降
の
実
際
の
書
簡
文
が
全
て
口
語
文
体
で
脅
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ム
ハ
)

一
般
女
性
の
混
合
文
体
は
、
明
治
中
期
で
は
一
九
通
中
一
四
通
、
明
治
後
期
で
は
一
二
通
中
一
六
通
が
、
候
文
体
と
口
語
文
体
の
混
合
で
あ
っ
た
。
明
治
期
で
既
に
口

語
文
体
の
萌
芽
が
見
ら
れ
て
お
り
、
実
態
に
お
け
る
文
体
の
目
指
化
の
早
さ
が
伺
え
る
。

七
)
結
語
の
対
と
さ
れ
る
頭
語
は
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
使
用
率
や
種
類
に
顕
著
な
特
徴
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
現
在
の
よ
う
な
「
前
略
|
草
々
」
「
拝
啓

ー
敬
具
」
の
よ
う
な
対
で
の
使
用
も
目
立
っ
て
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
な
お
、
男
性
の
書
簡
文
の
頭
語
、
結
語
を

調
査
し
た
先
行
研
究
に
、
小
椋
(
二

0
0
0
)
が
あ
る
。

八
)
結
語
の
種
類
と
し
て
は
、
「
か
し
こ
」
「
あ
な
か
し
こ
」
な
ど
の
「
か
し
こ
」
系
、
「
草
々
」
「
敬
具
」
な
ど
を
一
括
し
て
「
草
々
」
系
、
「
さ
よ
な
ら
」
「
さ
や
う
な
ら
」

な
ど
の
「
さ
よ
な
ら
」
系
、
「
御
機
嫌
ょ
う
」
「
御
機
嫌
よ
く
」
な
ど
の
「
御
機
嫌
」
系
、
「
で
は
」
「
で
は
ま
た
」
な
ど
の
「
で
は
」
系
、
「
そ
の
他
口
語
」
系
の
、
六

租
に
分
類
し
た
。

九
)
若
荷
(
二

O
O
六
)
に
よ
る
と
、
文
体
と
結
語
は
脅
接
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
結
語
の
使
用
率
は
、
候
文
体
の
世
間
文
の
方
が
、
口
語
文
体
で
の
持
簡
文
よ
り
も
、
高

く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
結
語
の
種
類
は
、
候
文
体
に
は
、
「
か
し
こ
」
系
の
結
語
の
割
合
が
高
く
、
口
語
文
体
に
は
「
さ
よ
な
ら
」
系
を
中
心
と
し
た
、
口
語
表
現
に

よ
る
結
語
が
中
心
で
あ
る
。
同
論
文
の
対
象
時
期
は
、
大
正
期
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
全
時
期
を
通
じ
て
検
証
し
た
。

一
O
)
〈
表
八
〉
は
、
結
語
の
主
な
種
類
で
あ
る
、
「
か
し
こ
」
系
、
「
さ
よ
な
ら
」
系
、
「
草
々
」
系
、
「
そ
の
他
口
語
」
系
(
「
御
機
嫌
ょ
う
」
「
で
は
」
な
ど
を
併
せ
た
口

近
代
に
お
け
る
女
性
書
簡
文
の
変
遷

__.__ ，、



六
回

語
的
表
現
)
、
「
そ
の
他
」
の
五
種
類
の
推
移
を
取
り
上
げ
た
。
(
表
五
で
は
、
「
そ
の
他
口
語
系
」
を
細
か
く
分
類
し
た
が
、
表
八
、
表
九
で
は
、
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
「
そ

の
他
口
語
」
系
と
し
て
あ
る
。
)

一
一
)
ち
な
み
に
、
現
代
の
書
簡
文
例
集
を
見
る
と
、
頭
語
と
結
語
は
女
性
で
も
「
拝
啓
」
「
敬
具
」
の
例
が
主
流
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
男
性
が
使
用
し
て
き
た
結
語
で
あ
り
、

書
簡
文
に
お
け
る
ジ
エ
ン
ダ
l
性
は
希
薄
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。

資
料
お
よ
び
対
象
書
簡
数

図
表
一
九

①『草々かしこj文の家桜州(紅葉女史)(1893) 
大阪出版 (29通)
②『通俗書簡文j塩田良平編(1悌4H樋口一葉全集j

文例集 第4巻書(下簡)筑摩書房より (108通)
③ f女子 文j下回歌子(1897)r家庭叢書j第

明治中期
1細博文館(叩6過)
@r女子記事文J(1898)久保田窪稽 (60通)

(368通)
①高構貞(明治29年~明治34年)ー高橋和子編(1997)
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